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埼経協ニュース395号

十
月
一
二
日
㈬
十
四
時
よ
り
理
事
会

を
、
引
き
続
き
十
四
時
三
〇
分
よ
り
臨

時
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催

し
た
。

ま
ず
、
理
事
会
で
臨
時
総
会
に
諮
る

議
事
案
件
等
を
ご
協
議
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
冒
頭
、
上
條
会
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
議
事
に
入

り
、
以
下
の
二
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

一
�
理
事
の
選
任

◇
理
事
候
補
者

榊
原

明
（
東
日
本
電
信
電
話
㈱
取

締
役
埼
玉
事
業
部
長
）

荒
木
道
介
（
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
シ

ニ
ア
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
）

二
�
副
会
長
の
選
任

◇
副
会
長
候
補
者

榊
原

明
（
東
日
本
電
信
電
話
㈱
取

締
役
埼
玉
事
業
部
長
）

荒
木
道
介
（
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
シ

ニ
ア
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
）

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
二
八
年
度
上

期
事
業
報
告
等
が
行
わ
れ
、
臨
時
総
会

は
閉
会
し
た
。

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
、
早
稲
田

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
の
山
田

英
夫
氏
よ
り
「
競
争
し
な
い
競
争
戦
略

〜
消
耗
戦
か
ら
の
脱
却
」
と
題
し
て
講

演
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ

た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’16 月号

日本経団連 埼玉

榊榊
原原
明明
氏氏
（（
東東
日日
本本
電電
信信
電電
話話
㈱㈱
取取
締締
役役
埼埼

玉玉
事事
業業
部部
長長
））、、
荒荒
木木
道道
介介
氏氏
（（
ＵＵ
ＤＤ
トト
ララ
ッッ

クク
スス
㈱㈱
シシ
ニニ
アア
ババ
イイ
スス
ププ
レレ
ジジ
デデ
ンン
トト
））
をを

理理
事事
並並
びび
にに
副副
会会
長長
にに
選選
任任

理
事
会
、
二
八
年
度
臨
時
総
会
開
催

目

次

頁

�
臨
時
総
会
・
理
事
会

一

�
目
次

一

�
第
六
回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会
開

催

二
〜
三

�
ア
ス
ナ
ビ
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
就
職
支

援
説
明
会

四

�
第
七
回
・
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
五

�
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

六

�
第
二
回
社
長
塾

六

�
第
三
回
・
第
四
回
社
長
塾

七

�
第
五
回
・
第
六
回
社
長
塾

八

�
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

九

�
平
成
二
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
第

六
講
〜
十
講

十

�
青
年
経
営
者
部
会
九
月
例
会
・
十
月
例

会

十
一

�
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
十
二

�
長
時
間
労
働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
取
組
に
に

関
す
る
要
請

十
三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

十
四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
五

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
改
定

十
六

�
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

十
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
七

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
八

�
日
本
経
団
連
の
動
き

十
八

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

十
九

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

議事を進行する
上條正仁会長

10・11

就任挨拶をする
榊原明新副会長

講演する山田英夫氏積極的に質問も出された講演に対し謝辞を述べる
藤池誠治副会長

理
事
会

臨
時
総
会

懇
談
風
景
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第6回
科学の甲子園 埼玉県大会

科学好きの高校生が集う全国規模の競技会『第6回科学の甲子園』（来年3月17日から20日：つくば市）の
予選となる埼玉県大会が10月29日（土）に行田市の県立総合教育センターで開催された。第5回大会（前回）
から全国初の取り組みとして、県大会から全国大会まで支援する協賛企業を募集し、県内から本会ならびに加
盟企業7社に協賛をいただき開催されました。

開 会 式

【埼玉県大会競技日程】
平成28年10月29日（土）

開会式 10 : 00～10 : 30
筆記競技 10 : 40～11 : 40
実技競技 12 : 50～14 : 50
講演会 15 : 00～16 : 10
結果・表彰 16 : 20～16 : 40

特 別 講 演 会
特別講演「僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。」

実 技 競 技 筆 記 競 技

埼玉県内の各高等学校から科学好き
な生徒6名がチームを結成し、筆記
競技と実技競技に挑んだ。優勝した
浦和高等学校は、埼玉県代表チーム
として茨城県つくば市で開催される
科学の甲子園全国大会へ出場します。

出場チーム：18校36チーム（1チーム6人編成）
浦和高校、浦和第一女子高校、大宮高校、市立大宮北高校、大宮工業高校、開智高校、
春日部高校、川越高校、川越女子高校、熊谷高校、熊谷女子高校、熊谷西高校、越谷北高校、
秩父高校、所沢北高校、不動岡高校、細田学園高校、松山高校 （学校名は五十音順）

埼玉県のマスコット
「コバトン」

出題された問題に真剣に取り組む生徒と
会場の様子

【講師】
株式会社ユーグレナ
代表取締役社長 出雲 充 氏

開会式の様子

全国大会代表校 浦和高校Ｂチーム
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『第6回 科学の甲子園 埼玉県大会』の開催にあたっては、前回大会より地方予選から全国大会までご協賛いただく
という試みに挑戦いたしました結果、以下の7社にご協賛いただきました。誠にありがとうございました。

ご協賛いただきました企業からは、成績上位校に対し表彰状とクリスタルオーナメントを授与していただきました。
来年はより多くの企業のご協賛をいただき、本大会を益々盛り上げていきたいと考えております。会員企業におかれ

ましては何卒よろしくお願いいたします。

総 合 成 績
総合部門（優 勝）埼玉県教育委員会賞 浦和高等学校Ｂチーム

（準優勝）タムロン賞 さいたま市立大宮北高等学校Ａチーム
（第3位）武蔵野銀行賞 所沢北高等学校Ｂチーム

筆記部門（第1位）AGS株式会社賞 浦和高等学校Ｂチーム
（第2位）三州製菓株式会社賞 大宮高等学校Ａチーム
（第3位）ハーベス賞 越谷北高等学校Ｂチーム

実技部門（第1位）埼玉りそな銀行賞 熊谷西高等学校Ａチーム
（第2位）ものつくり大学賞 さいたま市立大宮北高等学校Ａチーム
（第3位）埼玉県経営者協会賞 大宮工業高等学校Ａチーム

特 別 賞（フレッシュマン賞） 浦和高等学校Ｄチーム

県内協賛企業が支援する2回目の県大会が開催される。

県代表校は浦和高等学校
Ｂチームに決定！

特別賞（フレッシュマン賞）

総合部門（第3位）

筆記部門（第3位）

実技部門（第3位）

総合部門（準優勝）

筆記部門（第2位）

実技部門（第2位）

総合部門（優勝）

筆記部門（第1位）

実技部門（第1位）
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九
月
二
一
日
㈬
十
五
時
か
ら
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
お
い

て
、（
公
財
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）・
埼
玉
県
・
本
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た

め
の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
「
ア

ス
ナ
ビ
」
説
明
会
を
開
催
し
、
四
五
社

／
五
八
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
ア
ス
ナ
ビ
」
と
は
、
企
業
と
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
制

度
で
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
安
心
し

て
競
技
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
る

た
め
、
企
業
へ
の
就
職
を
望
む
ア
ス
リ

ー
ト
と
競
技
活
動
に
理
解
を
示
す
企
業

と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
就
職
支
援
制
度
で
す
。

企
業
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
を
支
援
・
育
成
す
る
こ
と
は
、

企
業
名
を
背
負
っ
て
活
躍
す
る
選
手
の

姿
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、「
社
会
貢
献
度
の
高
い

企
業
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
選
手
の
応
援

等
を
通
じ
て
企
業
内
の
社
員
の
一
体
感

が
醸
成
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

埼
玉
県
内
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な

り
、
当
日
は
ま
ず
、
ア
ス
ナ
ビ
制
度
を

活
用
し
て
実
際
に
ア
ス
リ
ー
ト
を
採
用

し
た
企
業
か
ら
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
、

「
企
業
に
は
、
選
手
を
ア
ス
リ
ー
ト
と

し
て
だ
け
で
な
く
社
会
人
と
し
て
も
一

流
に
育
て
る
責
任
が
あ
る
。
単
な
る
ス

ポ
ン
サ
ー
で
は
な
く
、
選
手
と
一
緒
に

成
長
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
。」
と
の

体
験
談
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、「
企
業
か
ら

仲
間
と
し
て
応
援
し
て
も
ら
う
こ
と
で

や
る
気
が
出
て
責
任
感
も
生
ま
れ
る
。

企
業
に
所
属
す
る
こ
と
で
精
神
的
な
支

え
を
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、

社
会
人
と
し
て
も
成
長
で

き
る
。」
と
の
就
職
活
動

に
臨
む
ア
ス
リ
ー
ト
に
対

す
る
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に
、
企
業
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
六
人
の
ア

ス
リ
ー
ト
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
が
行
う
競
技
や
将
来
の

目
標
、
自
身
の
性
格
な
ど

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
説
明
会
後
に
行

わ
れ
た
就
職
希
望
ア
ス
リ

ー
ト
と
企
業
関
係
者
と
の

懇
談
会
で
は
、
ア
ス
リ
ー

ト
が
名
刺
交
換
等
を
通
じ

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た

熱
い
思
い
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
、
参
加
企
業
と
の
積
極

的
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
主
催
者
・
共
催
者
あ
い

さ
つ
】

（
公
財
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

理
事

星
野
一
朗
氏

埼
玉
県
副
知
事

塩
川

修
氏

【「
ア
ス
ナ
ビ
」
の
概
要
説
明
】

（
公
財
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

八
田

茂
氏

【「
ア
ス
ナ
ビ
」
採
用
企
業
事
例
紹
介
】

昭
和
飛
行
機
工
業
株
式
会
社

常
務
取
締
役

福
持
克
之
助
氏

矢
澤
亜
季
氏
（
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
）

【
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

水
泳
競
技
（
競
泳
）
北
京
・
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

伊
藤
華
英
氏

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

競
泳

山
中
祥
輝
氏

テ
コ
ン
ド
ー

貫
井
亜
沙
菜
氏

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

藤
野
大
樹
氏

ス
キ
ー
モ
ー
グ
ル

杉
本
幸
祐
氏

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ア
ル
ペン

神
野
愼
之
助
氏

ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

三
澤
夏
陽
氏
※

※
ビ
デ
オ
映
像
プ
レ
ゼ
ン

【
就
職
希
望
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
企

業
関
係
者
と
の
懇
談
会
】

トト
ッッ
ププ
アア
スス
リリ
ーー
トト
のの
たた
めめ
のの
就就
職職
支支
援援

ナナ
ビビ
ゲゲ
ーー
シシ
ョョ
ンン「「
アア
スス
ナナ
ビビ
」」説説
明明
会会
をを
開開
催催

昭和飛行機工業㈱
カヌースラローム
矢澤亜季氏

競泳
山中祥輝氏

スキーモーグル
杉本幸祐氏

応援メッセージを
おくる水泳競技
（競泳）伊藤華英氏

テコンドー
貫井亜沙菜氏

スノーボードアルペン
神野愼之助氏

懇談会で開会挨拶
をする本会 上條
正仁会長

フェンシング
藤野大樹氏

スケートショートトラック
三澤夏陽氏

トップアスリート集合写真

トップアスリートと企業関係者
との懇談会

積極的な交流が行われた

主催者挨拶をする
（公財）日本オリンピ
ック委員会星野一朗
理事

「アスナビ」の概要説
明をする（公財）日本
オリンピック委員会
八田茂氏

共催者挨拶をする
塩川修埼玉県副知事

採用企業事例紹介を
する昭和飛行機工業
㈱福持克之助氏
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平
成
二
八
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
不
透
明
感
を
増
す
中
国
経
済
〜
�
新
常
態
�
が

も
た
ら
す
変
化
と
事
業
機
会
』
と
題
し
、
東
京

大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
丸
川
知
雄
氏
が

講
演

平
成
二
八
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
者
の
た
め
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

〜
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
生
き
抜
く
健
康
学
』

と
題
し
、
三
番
町
ご
き
げ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

澤
登
雅
一
氏
が
講
演

一
九
八
〇
年
以
来
三
〇
年
余
り
、
中

国
は
年
平
均
一
〇
％
近
い
高
度
成
長
を

遂
げ
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
産
業
構
造
が
高

度
化
し
、
経
済
成
長
を
支
え
る
基
礎
的

条
件
も
大
き
く
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
変
化
を

踏
ま
え
、
経
済
成
長
の
減
速
を
「
新
常

態
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）」
と
捉
え
、

制
度
改
革
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

持
続
的
成
長
を
図
り
、
二
〇
二
〇
年
の

国
内
総
生
産
を
倍
増
す
る
（
年
平
均
実

質
経
済
成
長
率
6
�
5
％
以
上
）
と
い

う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
米
国
利
上

げ
、
株
価
下
落
、
人
民
元
安
、
原
油
価

格
の
変
動
、
日
欧
経
済
低
迷
な
ど
不
安

要
素
が
影
響
し
あ
う
中
で
、
経
済
成
長

が
失
速
し
か
ね
な
い
と
の
不
信
感
も
拭

え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
政
府
は
、「
大

衆
創
業
、
万
衆
創
新
」、
つ
ま
り
大
衆

に
よ
る
起
業
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
政
策
や
中
国
を
製
造
大
国
か
ら

製
造
強
国
へ
の
転
換
に
向
け
た
「
中
国

製
造
二
〇
二
五
」
と
い
う
戦
略
を
策
定
、

強
力
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
う
し
た
「
新
常
態
」
下
で
起

き
得
る
変
化
は
、
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
大
き
な
事
業
機
会
と
な
る
可
能
性
も

十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

九
月
十
五
日
㈭
の
平
成
二
八
年
度
第

七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
中
国
経
済
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
教
授
丸
川
知
雄
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、『
不
透
明
感
を
増
す
中

国
経
済
〜
�
新
常
態
�
が
も
た
ら
す
変

化
と
事
業
機
会
』
と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
二
三
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。講

演
で
は
、
世
界
経
済
に
お
い
て
中

国
の
貿
易
が
他
国
に
与
え
る
影
響
や
、

投
資
・
重
厚
長
大
型
産
業
主
導
か
ら
消

費
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
主
導
に
移
行
し
つ

つ
あ
る
最
近
の
中
国
経
済
に
つ
い
て
、

株
や
為
替
の
動
向
を
踏
ま
え
て
解
説
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
中
国
経
済
の
成
長
性

に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
製
造
業
の
現

場
で
は
部
分
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
が
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
手
作
業

が
多
く
生
産
性
向
上
の
余
地
が
大
き
い

こ
と
、
世
界
の
六
〜
七
割
の
民
用
ド
ロ

ー
ン
を
中
国
メ
ー
カ
ー
が
生
産
す
る
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
技
術
開
発
意
欲
も

旺
盛
で
、
国
内
に
は
八
億
人
超
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

る
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
、
中
国
経
済
の
注
目
度
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

経
営
者
の
皆
さ
ん
は
健
康
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
経
営
に
ビ

ジ
ョ
ン
が
必
要
な
よ
う
に
、
健
康
に
も

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
特
に
経
営
者

の
健
康
は
会
社
の
運
命
を
左
右
す
る
ほ

ど
重
要
な
こ
と
で
す
。
健
康
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
持
つ
こ
と
で
、
病
気
の
リ

ス
ク
を
で
き
る
だ
け
遠
ざ
け
な
が
ら
、

未
来
に
向
け
て
自
分
の
健
康
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
十
月
十
一
日

㈫
の
平
成
二
八
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
が
ん
の
専
門
医
と
し
て

最
先
端
医
療
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
の
実
践
を
通

じ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
が
ん
の
治
療

に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
る
三
番
町
ご
き

げ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
澤
登
雅
一
医
師

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
経
営
者

の
た
め
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
〜
人
生

一
〇
〇
年
時
代
を
生
き
抜
く
健
康
学
」

と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
六
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

著
書
、
論
文
も
多
く
出
筆
さ
れ
、
テ

レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
度
々
登
場
さ

れ
て
い
る
澤
登
医
師
か
ら
は
、
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
医
学
の
観
点
か
ら
、
健
康

で
よ
り
良
い
人
生
を
送
る
た
め
の
最
新

情
報
と
具
体
的
な
実
践
方
法
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
、
健
康
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
日
本
に
比
べ
海
外
の
経
営
者
は
健
康

に
対
す
る
意
識
が
高
い
。
五
年
後
十

年
後
の
経
営
計
画
を
立
て
る
上
で
、

健
康
で
あ
る
こ
と
は
基
本
で
あ
る
た

め
、
健
康
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

・
抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
医

療
と
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健

講演する丸川知雄氏

第8回トップセミナー

関心の高い分野で、多
くの質問が出された

第7回トップセミナー

講演する澤登雅一氏
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平
成
二
八
年
度
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
〜
資
本
市
場
の
有
効

活
用
〜
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
二
講

「
実
践

社
長
の
哲
学
〜
『
リ
ー
ダ
ー
の
流
儀
』

を
育
て
よ
」
と
題
し
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
本
田
有
明
氏
が
講
演

康
長
寿
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
、

自
ら
の
意
志
と
行
動
に
よ
り
積
極
的

に
取
り
組
む
医
療
で
あ
る
。

・
現
代
人
は
栄
養
過
剰
な
が
ら
も
栄
養

失
調
の
状
態
で
、
野
菜
や
果
物
の
不

足
に
よ
り
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
が

欠
乏
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
抗
酸

化
物
質
が
不
足
す
る
こ
と
で
が
ん
の

リ
ス
ク
は
二
一
％
上
昇
す
る
。

・
が
ん
の
九
大
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
生

活
習
慣
と
環
境
に
よ
る
も
の
で
、
日

常
生
活
に
は
電
磁
波
や
食
品
添
加
物

等
の
有
害
物
質
が
溢
れ
て
お
り
、
現

代
人
は
多
く
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
や
抗
酸
化
物
質
の

摂
取
に
よ
り
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
排

除
す
る
生
活
習
慣
を
身
に
着
け
る
必

要
が
あ
る
。

・
人
間
が
幸
福
を
感
じ
る
条
件
の
一
つ

に
「
健
康
」
が
あ
る
。
幸
福
は
伝
染

す
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
る
の
で
、
自
分
自
身
が
健
康
長
寿

に
な
る
こ
と
で
周
囲
に
も
幸
せ
を
与

え
て
ほ
し
い
。

株
式
未
上
場
の
企
業
に
と
っ
て
株
式

上
場
は
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
、

社
会
的
信
用
力
や
知
名
度
の
向
上
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
、
従
業
員
の
士
気
向

上
及
び
社
内
管
理
体
制
の
充
実
等
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
今
年
も
多

く
の
企
業
が
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
株
式
上
場
）
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

更
に
最
近
で
は
、
将
来
的
な
目
標
と

し
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
は
目
指
す
も
の
の
、
そ
の

企
業
の
成
長
過
程
に
お
い
て
、
金
融
機

関
か
ら
の
融
資
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
ク

イ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
）
と
手
を
組
み
、
資

金
調
達
の
み
な
ら
ず
、
全
国
や
海
外
へ

の
事
業
展
開
、
優
秀
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

人
材
を
確
保
し
て
成
長
を
加
速
さ
せ
る

企
業
や
、
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
し
、
優
良
な

が
ら
事
業
承
継
等
で
悩
ん
で
い
る
企
業

の
経
営
を
引
き
継
い
で
事
業
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
企
業
も
増
加
し
て
お
り
、
従

来
に
比
べ
株
式
未
上
場
企
業
の
資
本
市

場
活
用
の
選
択
肢
は
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

九
月
十
六
日
㈮
の
平
成
二
八
年
度
第

三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
株
式
未
上
場
企
業
の

経
営
者
の
皆
様
に
今
後
の
自
社
の
成
長

を
図
る
観
点
か
ら
、
様
々
な
資
本
市
場

の
有
効
活
用
方
法
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
野
村
證
券
㈱
と
本
会

と
の
共
催
で
「
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
〜

資
本
市
場
の
有
効
活
用
〜
」
と
題
し
て

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
、
七
六
名
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

〈
講
演
一
〉パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｉ
Ｐ
Ｏ
や
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
と
の
提

携
に
よ
る
成
長
戦
略
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
野
村

證
券
㈱
埼
玉
支
店
企
業
金
融
課
長
金
子

芳
行
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
㈱
一
蔵

代
表
取
締
役
社
長
河
端
義
彦
氏
、
㈱
ワ

ー
ル
ド
ツ
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
中
島

勉
氏
が
ご
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

㈱
一
蔵
は
、
昨
年
東
京
証
券
取
引
所

市
場
第
二
部
に
上
場
さ
れ
て
お
り
、
㈱

ワ
ー
ル
ド
ツ
ー
ル
は
、
昨
年
Ｐ
Ｅ
フ
ァ

ン
ド
Ｃ
Ｌ
Ｓ
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
と
資
本
業
務
提
携
を
結
ん
で
い
ま

す
。
お
二
人
か
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
や
Ｐ
Ｅ
フ

ァ
ン
ド
と
の
提
携
に
舵
を
切
っ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
や
、
そ
の
後
の
変
化
及
び
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
実
際
の
経
験
を
踏

ま
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
講
演
二
〉

「
中
堅
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

〜
Ｍ
＆
Ａ
と
事
業
承
継
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
野
村
證
券
㈱
法
人
開
発
部
次
長
石

野
猛
士
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。石

野
氏
か
ら
は
、
中
小
企
業
経
営
者

に
と
っ
て
目
先
の
課
題
は
売
上
・
利
益
、

人
材
確
保
が
上
位
を
占
め
る
が
、
中
長

期
的
な
課
題
と
し
て
は
後
継
者
育
成
が

最
も
関
心
が
高
い
。
Ｍ
＆
Ａ
は
有
効
な

解
決
策
の
一
つ
で
あ
る
が
、
実
際
の
契

約
締
結
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
目

先
の
経
営
課
題
と
並
行
し
て
後
継
者
問

題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
の
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
二
講
は
、

「
実
践
社
長
の
哲
学
〜
『
リ
ー
ダ
ー
の

流
儀
』
を
育
て
よ
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

一
講
に
引
き
続
き
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
本
田
有
明
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
九
月
十
二
日
㈪
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
二
七
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
経
営
者
が
自
分
の
哲
学

（
流
儀
）
を
創
る
た
め
の
必
読
書
と
し

て
六
冊
の
本
を
紹
介
さ
れ
、
時
代
背
景

多岐にわたる質問が
出された

名刺交換会

講演する野村證券㈱
石野猛士氏

【パネルディスカッション パネリスト】
㈱ワールドツール
中島勉氏

第3回特別セミナー

㈱一蔵
河端義彦氏
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平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
三
講

「
伝
説
の
経
営
者
に
学
ぶ
行
動
指
針
」

平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
四
講

「『
人
が
育
つ
会
社
』
の
創
り
方
」

や
著
者
の
人
物
像
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
本
の
詳
細
に
つ
い
て
解
説
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
経
営
者
は
、
自

分
の
流
儀
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
気

づ
き
を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
経
営
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と

し
て
、「
経
営
能
力
」、「
人
間
的
魅

力
」、「
状
況
対
応
力
」
の
三
つ
が
あ

る
。
特
に
人
間
的
魅
力
は
会
社
の
資

産
で
も
あ
り
、
従
業
員
の
働
く
意
欲

を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
人
を
動
か
す

力
に
も
な
る
。

・
人
間
的
魅
力
と
さ
れ
る
識
見
や
人
格

を
備
え
る
た
め
、経
営
者
の
哲
学（
流

儀
）
を
創
る
本
と
し
て
、
以
下
の
六

冊
を
紹
介
し
た
い
。

『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』
カ
ン
ト
（
企

業
倫
理
と
公
正
の
精
神
を
学
ぶ
）

『
自
省
録
』
ア
ウ
レ
ー
リ
ウ
ス
（
ロ
ー

マ
皇
帝
に
リ
ー
ダ
ー
の
規
範
を
学
ぶ
）

『
方
法
序
説
』
デ
カ
ル
ト
（
哲
学
的
思

考
法
と
流
儀
の
創
り
方
を
学
ぶ
）

『
論
語
と
算
盤
』
渋
沢
栄
一
（
実
業
界

の
父
に
経
営
の
王
道
を
学
ぶ
）

『
論
語
』
孔
子
（
人
材
育
成
と
コ
ー
チ

ン
グ
の
原
理
を
学
ぶ
）

『
努
力
論
』
幸
田
露
伴
（
最
高
の
啓
発

書
に
努
力
の
方
法
を
学
ぶ
）

・
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
自
身
の
哲
学
に

基
づ
い
た
思
い
を
展
開
し
て
い
る
。

経
営
者
に
と
っ
て
は
、
入
門
書
に
当

た
る
本
か
ら
経
営
判
断
に
迷
っ
た
と

き
に
開
く
本
ま
で
様
々
で
あ
る
。

・
た
だ
、
本
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
必
要
は
な
い
。

読
ん
で
み
て
金
言
だ
と
思
う
か
ど
う

か
、
自
分
自
身
で
吟
味
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
己
の

意
識
が
触
発
さ
れ
る
。

・
さ
ら
に
、
今
の
時
代
に
置
き
換
え
た

う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や
立

場
を
踏
ま
え
て
読
ん
で
み
る
と
、
自

身
の
経
営
者
と
し
て
の
流
儀
が
自
然

と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
あ

る
。

・
中
に
は
、
自
分
の
考
え
と
対
極
に
あ

る
と
感
じ
る
教
え
も
あ
る
と
思
う
が
、

部
分
的
に
共
感
を
得
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
。
経
営
者
と
し
て
の
見
識
を
深

め
る
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
。

九
月
二
六
日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
社

長
塾
第
三
講
は
、「
伝
説
の
経
営
者
に

学
ぶ
行
動
指
針
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
事

教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田
有
明
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
、
二
六
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
本
田
氏
が
直
接
取
材
し

た
方
々
を
中
心
に
、「
日
本
の
名
経
営

者
た
ち
の
言
葉
」
を
紹
介
し
、
当
時
の

時
代
背
景
や
各
経
営
者
の
人
柄
を
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
指
針
と
そ
れ
に
よ
り

企
業
に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
最
後
に
は
、「
今
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
こ
と
」
と
し
て
、
伝
説
の
経
営

者
た
ち
が
実
践
し
て
き
た
社
内
で
の
取

組
を
挙
げ
、
経
営
者
自
ら
が
率
先
し
て

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
ソ
ニ
ー
の
盛
田
昭
夫
氏
や
元
経
団
連

会
長
の
土
光
敏
夫
氏
は
、
部
下
（
若

者
）
に
期
待
し
肯
定
的
な
見
方
を
す

る
こ
と
で
、
部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

た
。
特
に
盛
田
氏
は
、「
今
ど
き
の

若
者
」
に
対
す
る
一
般
的
な
評
価
と

し
て
否
定
的
な
意
見
を
口
に
す
る
人

が
多
い
中
、
若
者
を
肯
定
的
に
語
り

期
待
感
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
で
、
そ

の
期
待
に
応
え
よ
う
と
若
者
も
奮
起

し
、
仕
事
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て

い
た
。

・
ヤ
マ
ト
運
輸
の
小
倉
昌
男
氏
は
、「
利

益
を
強
調
す
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
中
途

半
端
に
な
る
。
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
れ
ば
顧
客
が
増
え
、
荷
物
が
増

え
る
こ
と
で
生
産
性
が
向
上
し
自
然

に
利
益
は
生
ま
れ
る
。」
と
し
て
、

社
員
に
採
算
意
識
を
捨
て
さ
せ
る
た

め
、「
サ
ー
ビ
ス
が
先
、
利
益
は
後
」

と
い
う
短
い
言
葉
で
簡
潔
に
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
多
く
の
社
員
の
間
に
浸

透
さ
せ
た
。
何
を
第
一
に
優
先
さ
せ

る
か
と
い
う
場
面
に
お
い
て
経
営
者

の
ポ
リ
シ
ー
が
試
さ
れ
る
。

・
日
本
電
産
の
永
守
重
信
氏
は
、
年
三

六
五
日
働
く
経
営
者
と
し
て
名
を
馳

せ
て
い
る
。
一
方
で
、「
減
点
主
義

で
人
を
見
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
失
格

に
な
る
」
と
し
て
、
従
業
員
の
良
い

所
に
目
を
向
け
て
自
筆
の
手
紙
を
送

り
人
間
的
な
絆
を
深
め
て
い
る
。

・
未
来
工
業
の
山
田
昭
男
氏
は
、「
ま

ず
は
社
員
を
感
動
さ
せ
、
次
に
お
客

様
に
感
動
し
て
い
た
だ
く
」
と
い
う

独
自
の
経
営
哲
学
を
実
践
し
て
い
た
。

性
善
説
に
基
づ
き
、
成
果
主
義
や
ノ

ル
マ
を
禁
止
し
て
社
員
の
自
由
な
発

想
に
よ
り
喜
ん
で
仕
事
を
す
る
環
境

を
整
え
た
。
併
せ
て
徹
底
し
た
コ
ス

ト
管
理
を
行
い
、
好
業
績
を
作
り
上

げ
て
い
る
。

・
ト
リ
ン
プ
の
吉
越
浩
一
郎
氏
は
、
全

社
残
業
ゼ
ロ
の
も
と
、
十
九
期
連
続

増
収
増
益
に
導
い
た
。
経
営
面
で
は

「
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を
徹
底
す
る
」

と
し
て
、
残
業
削
減
や
早
朝
会
議
な

ど
、
他
社
の
良
い
取
組
を
自
社
に
取

り
入
れ
、
社
員
か
ら
の
反
発
を
受
け

な
が
ら
も
執
務
環
境
の
整
備
に
取
り

組
ん
だ
。
経
営
者
の
徹
底
し
た
取
り

組
み
な
し
に
、
経
営
課
題
の
改
善
は

成
し
得
な
い
。

「
い
ま
ど
き
の
若
者
は
…
」
と
嘆
く

管
理
職
が
多
い
。
し
か
し
、
世
の
中
に

は
人
が
育
た
な
い
会
社
が
あ
る
一
方
で
、

良
き
伝
統
と
し
て
精
鋭
を
輩
出
す
る
会

社
も
あ
る
。
で
は
、
そ
の
分
岐
点
は
一

体
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
十
月
六
日

㈭
の
平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
四
講
で

は
、「『
人
が
育
つ
会
社
』
の
創
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
本
田
有
明
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

三
六
名
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
本
田
氏
が
独
自
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
若
手
社
員

の
離
職
理
由
や
不
満
に
思
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
そ
の
裏
側
に
潜
む
本
当

の
理
由
と
そ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人

が
育
つ
会
社
と
育
た
な
い
会
社
の
違
い

に
触
れ
、
人
が
育
つ
会
社
が
実
際
に
行

っ
て
い
る
取
組
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
じ

て
、
自
社
の
人
材
育
成
を
ど
う
考
え
れ

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
最
後
に
は
、
育
成
型
組
織
へ
の

改
善
テ
ー
マ
を
五
つ
挙
げ
、自
社
版「
育

成
の
五
カ
条
」
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

経
営
者
の
ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
し
た
上

で
、
企
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
、
社
内
で
検
討

の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と
の
勧
め
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
若
手
社
員
の
離
職
理
由
の
多
く
は
、
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平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
五
講

「
残
業
ゼ
ロ
を
め
ざ
せ
！
〜
全
社
一
丸
タ
イ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
六
講

「
ご
機
嫌
な
職
場
」を
実
現
せ
よ
！
〜
社
員

が
喜
ぶ
職
場
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

仕
事
に
対
す
る
自
分
の
希
望
と
現
実

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
だ
が
、
一
方
で
、

会
社
の
将
来
性
や
組
織
風
土
等
も
理

由
に
挙
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
入

社
数
年
で
そ
れ
ら
を
理
解
で
き
る
わ

け
は
な
く
、
自
分
の
置
か
れ
た
身
近

な
職
場
環
境
で
の
不
満
が
積
も
り
積

も
っ
て
離
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
上
司
や
先
輩
に
対
す
る
不
満
も
時
代

と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、
昔
と
違

っ
て
若
手
の
自
己
主
張
が
少
な
い
分
、

仕
事
上
の
不
安
や
質
問
を
引
き
出
す

よ
う
な
聞
き
方
を
す
る
管
理
職
の
姿

勢
が
求
め
ら
れ
る
。

・
人
が
育
つ
会
社
と
育
た
な
い
会
社
の

分
岐
点
は
、
経
営
者
に
「
育
成
の
哲

学
」
が
あ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
経

営
者
の
ポ
リ
シ
ー
が
明
確
で
、
そ
れ

に
基
づ
く
管
理
職
教
育
が
徹
底
さ
れ

て
い
れ
ば
、
指
導
に
あ
た
る
上
司
の

個
性
に
左
右
さ
れ
な
い
統
一
的
な
人

材
育
成
を
実
施
で
き
る
。

・
人
が
育
つ
会
社
で
は
、
若
手
社
員
に

疑
問
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え

て
、
各
人
に
能
力
向
上
の
課
題
を
持

た
せ
て
い
る
。
若
手
の
考
え
た
提
言

に
つ
い
て
組
織
と
し
て
話
し
合
い
検

証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
改
善
に

も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
失
敗
に
学
ぶ

「
学
習
す
る
組
織
」
で
あ
る
こ
と
も

重
要
で
、
管
理
職
が
過
去
の
失
敗
体

験
を
語
り
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ん
だ

か
を
伝
え
る
こ
と
で
、
同
様
の
失
敗

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
静

か
な
職
場
で
は
往
々
に
し
て
同
じ
失

敗
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

・
人
材
育
成
に
は
、
必
ず
し
も
資
金
や

設
備
を
必
要
と
し
な
い
。
会
社
と
し

て
人
材
育
成
の
重
要
性
を
認
識
し
、

管
理
職
は
承
認
・
賞
賛
、
𠮟
る
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
用
い
て
、
部
下
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が
ら
若
手

を
育
成
す
る
。
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
で
、
人
材
育
成
の
風
土
が
醸

成
さ
れ
、「
人
が
育
つ
会
社
」
が
創

ら
れ
て
い
く
。

政
府
は
、「
働
き
方
改
革
」
を
一
億

総
活
躍
社
会
実
現
に
向
け
た
最
大
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
代
表
さ
れ
る
長
時
間
労

働
の
是
正
は
、
ど
こ
の
会
社
で
も
取
り

組
む
も
の
の
、
な
か
な
か
成
果
に
直
結

し
な
い
の
が
現
状
で
す
。
表
層
的
な
取

り
組
み
で
な
く
、
仕
事
の
シ
ス
テ
ム
や

流
れ
を
変
え
る
、
時
間
削
減
の
ツ
ー
ル

を
共
有
す
る
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
業

務
を
見
直
す
、
夜
残
業
を
朝
前
業
に
移

行
す
る
な
ど
、「
抜
本
塞
源
」
の
仕
掛
け

を
検
討
す
る
こ
と
が
早
道
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
十
月
十
九

日
㈬
の
平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
五
講

で
は
、「
残
業
ゼ
ロ
を
め
ざ
せ
！
〜
全

社
一
丸
タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

テ
ー
マ
に
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
本
田
有
明
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

五
十
名
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
本
田
氏
が
多
く
の
企
業

や
自
治
体
で
提
言
し
て
き
た
実
践
的
な

残
業
削
減
導
入
事
例
と
活
用
法
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
最
後
に
は
、
業
務
の
ム
ダ
を
発

見
す
る
五
つ
の
視
点
を
挙
げ
、
自
社
の

残
業
削
減
策
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査

に
よ
る
と
、
過
去
二
十
年
間
の
年
間

労
働
時
間
は
約
二
千
時
間
で
ほ
と
ん

ど
変
化
が
な
い
。
そ
の
間
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
ノ
ー
残
業
デ
ー

等
残
業
削
減
が
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、

結
果
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
、

・
残
業
ゼ
ロ
を
目
指
す
に
は
「
問
題
意

識
」、「
当
事
者
意
識
」、「
危
機
意
識
」

の
三
つ
の
意
識
が
必
要
で
、
管
理
職

は
常
に
業
務
分
担
や
社
員
の
能
力
開

発
に
対
す
る
改
善
意
識
が
求

め
ら
れ
る
。

・
残
業
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ

ー
ン
が
あ
り
、
職
場
の
風
土

と
し
て
常
態
化
し
て
し
ま
う

と
改
善
は
難
し
い
た
め
、
経

営
者
が
残
業
削
減
の
ポ
リ
シ

ー
を
明
示
し
、
現
場
の
管
理

職
の
意
識
改
革
を
早
期
に
徹

底
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
ま
た
、
仕
事
は
納
期
管
理
で

は
な
く
プ
ロ
セ
ス
管
理
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。「
先

取
り
仕
事
術
」
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
社
員
は
仕
事
の

順
序
が
明
確
に
な
り
時
短
が

図
れ
る
と
同
時
に
、
管
理
職

は
部
下
の
仕
事
の
進
捗
管
理

が
容
易
に
な
る
。

・
社
員
の
仕
事
ス
キ
ル
を
上
げ

る
に
は
、
仕
事
が
で
き
る
社

員
が
用
い
て
い
る
ツ
ー
ル
を

共
有
化
し
て
能
力
を
標
準
化

し
、
底
上
げ
を
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。

・
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け

た
業
務
改
善
は
、
や
る
気
が

あ
れ
ば
い
つ
で
も
着
手
で
き

る
。
ぜ
ひ
、
全
社
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

「
生
産
性
向
上
」、「
組
織
活
性
化
」

は
会
社
発
展
の
原
動
力
で
す
が
、
そ
れ

は
経
営
者
・
幹
部
の
側
の
言
葉

で
す
。
社
員
の
側
に
と
っ
て
重
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第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

「
中
堅
・
中
小
企
業
の
た
め
の
人
事
制
度

セ
ミ
ナ
ー
」

要
な
の
は
、
生
き
生
き
と
働
け
る
会
社
、

す
な
わ
ち
「
ご
機
嫌
な
職
場
」
で
す
。

や
る
気
が
出
る
、
人
間
関
係
が
よ
い
、

働
く
の
が
楽
し
い
、
自
分
の
成
長
に
つ

な
が
る
。
そ
ん
な
「
社
員
目
線
」
に
立

っ
た
ご
機
嫌
な
職
場
を
、
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
十
月
二
六

日
㈬
の
平
成
二
八
年
度
社
長
塾
第
六
講

で
は
、『「
ご
機
嫌
な
職
場
」
を
実
現
せ

よ
！
〜
社
員
が
喜
ぶ
職
場
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
』
を
テ
ー
マ
に
、
人
事
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田
有
明
氏
に
ご
登

壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
、
三
五
名
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
自
社
の
職
場
環
境
を
振

り
返
り
、
社
員
が
ご
機
嫌
で
働
け
る
職

場
を
作
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
良
好

な
人
間
関
係
を
育
む
た
め
の
心
構
え
に

つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン

で
の
作
業
が
増
え
、
仕
事
は
細
分
化

さ
れ
て
個
人
単
位
の
仕
事
が
増
え
る

な
ど
、
チ
ー
ム
力
の
低
下
が
多
く
の

職
場
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
個
人

成
果
主
義
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
成
果

主
義
の
観
点
か
ら
職
場
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。

・
若
者
の
離
職
理
由
を
調
べ
て
み
る
と
、

部
下
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
な

い
上
司
や
先
輩
に
対
す
る
苦
情
が
多

く
、
少
し
「
お
せ
っ
か
い
」
な
く
ら

い
部
下
に
関
わ
り
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
ま
た
、
期
待
・
承
認
・
感
謝
な
ど
、

お
金
や
物
で
は
な
い
言
葉
に
よ
る
報

酬
を
惜
し
ま
ず
与
え
、
肯
定
的
な
態

度
で
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
チ
ー
ム

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

・
社
員
の
不
満
は
解
決
す
れ
ば
「
宝
」

に
な
る
。
経
営
者
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
不
満
に
耳
を
傾
け
解
決
策
を

探
る
こ
と
で
、
社
員
と
の
双
方
向
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
、
生
き

生
き
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・「
ご
機
嫌
な
職
場
」
は
、
金
額
で
は
換

算
で
き
な
い
経
済
効
果
を
生
む
。
経

営
者
の
皆
様
方
に
は
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

平
成
二
八
年
四
月
の
全
国
の
有
効
求

人
倍
率
が
一
�
三
四
倍
と
二
四
年
五
ヵ

月
ぶ
り
の
高
水
準
に
達
し
て
以
降
、
横

ば
い
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
人
材
の

採
用
・
確
保
が
大
変
難
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
幹
部
社
員

や
管
理
職
社
員
な
ど
、
企
業
に
貢
献
し

て
い
る
優
秀
な
人
材
を
辞
め
さ
せ
な
い

企
業
努
力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
中
堅
・
中
小
企
業

で
は
、
売
上
や
収
益
の
向
上
に
注
力
す

る
あ
ま
り
、
幹
部
社
員
を
評
価
し
育
成

す
る
人
事
制
度
の
検
討
・
整
備
は
後
手

に
回
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
月
四

日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階
会
議

室
に
て
、
平
成
二
八
年
度
第
一
回
人
事

労
務
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
人
事
制
度
の
設
計
・
運

用
に
関
す
る
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
実
績
を
有
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱

常
務
取
締
役
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
吉
田
寿
氏
を
お
迎
え

し
、
三
三
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。講

演
で
は
、
人
事
評
価
制
度
の
導
入

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
と
、
導
入
に

よ
る
効
果
を
挙
げ
、
人
事
評
価
制
度
の

真
の
目
的
は
、
人
材
育
成
を
通
じ
た
組

織
力
の
向
上
で
あ
り
、
企
業
と
人
の
成

長
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
よ
り
発
展
成
長
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
中
小
企
業
経
営
者
が
抱
え
る
人
材
の

確
保
や
育
成
に
係
る
経
営
課
題
の
多

く
は
、
人
事
評
価
制
度
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
が

多
い
。

・
一
般
的
に
、
企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
戦
略
を
達
成
す
る
た
め
に
人
事

体
制
が
組
ま
れ
る
。
有
効
な
人
事
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
等
級
・

評
価
・
報
酬
の
各
制
度
の
関
連
性
を

踏
ま
え
た
人
事
制
度
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

・
中
で
も
評
価
制
度
の
本
来
の
目
的
は
、

短
期
的
に
見
れ
ば
業
績
の
報
酬
へ
の

反
映
だ
が
、
中
長
期
的
に
最
も
重
要

な
の
は
人
材
育
成
で
あ
る
。
目
標
達

成
度
合
や
能
力
に
対
す
る
評
価
を
行

う
こ
と
で
社
員
が
自
身
の
強
み
・
弱

み
を
認
識
し
、
今
後
の
仕
事
に
生
か

す
こ
と
で
社
員
の
育
成
・
成
長
が
促

さ
れ
る
。

・
社
員
の
成
長
を
促
す
こ
と
は
企
業
の

成
長
に
つ
な
が
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
長
加
速
に
人
事
制
度
は
大
き
な

役
割
を
果
た
す
。

・
た
だ
し
、
制
度
を
設
け
る
だ
け
で
は

有
効
に
機
能
し
な
い
た
め
、
人
事
評

価
を
適
正
に
運
用
す
る
た
め
に
は
、

管
理
者
（
評
価
者
）
の
評
価
ス
キ
ル

向
上
を
併
せ
て
行
い
、
公
正
な
評
価

が
行
わ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

・
人
事
制
度
の
構
築
に
は
、
現
状
分
析

か
ら
、
等
級
・
評
価
・
報
酬
の
各
制

度
の
検
討
、
新
制
度
の
周
知
・
移
行

準
備
な
ど
、
入
念
な
準
備
と
期
間
を

要
す
る
た
め
、
計
画
的
な
人
事
制
度

導
入
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

講演する本田有明氏

第1回人事労務委員会

社長塾第6講

講演する吉田寿氏

― 9 ―



平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
六
講
）

『
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
七
講
）

『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
八
講
）

『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
九
講
）

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
十
講
）

『
全
体
交
流
会
』
開
催

平
成
二
十
八
年
八
月
二
四
日
㈬
十
時

か
ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援

講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
三

一
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
河
﨑
理
恵
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
人
間
関
係
を
築
く

だ
け
で
な
く
、
効
率
よ
く
仕
事
を
進
め

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
伝
え
方
の
コ
ツ
の

習
得
な
ど
の
演
習
を
交
え
て
講
義
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
日
常
の「
報
・
連
・
相
」

に
も
、
状
況
や
目
的
に
よ
っ
て
相
手
に

的
確
に
伝
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
を
学
び
、
話
の
組
み
立
て
方
の

コ
ツ
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
法
）
を
意
識
し
た
演
習

を
通
じ
て
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
五
日
㈪
十
時
か

ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
四
六
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
」

を
テ
ー
マ
に
、
早
川
オ
フ
ィ
ス
早
川
優

子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
管
理

職
の
役
割
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
具
体

的
に
何
を
す
る
こ
と
な
の
か
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
コ
ー
チ
ン
グ
の
演

習
を
通
じ
て
部
下
へ
の
関
わ
り
方
を
学

び
、
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
定
着
さ
せ
る
た

め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。
上
司
・
部
下
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
部
下
指
導
の
具

体
的
な
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
た
様
子
で

し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
㈯
十
時

か
ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援

講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
十

五
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
を
テ

ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

山
本
浩
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

組
織
の
中
で
仕
事
を
す
る
際
に
求
め
ら

れ
る
立
ち
振
る
舞
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

受
講
者
は
入
社
二
年
程
度
の
方
が
多

く
、
講
義
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
見
直

し
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
身
だ
し
な
み

や
お
辞
儀
の
仕
方
な
ど
第
一
印
象
の
向

上
や
、
言
葉
遣
い
や
名
刺
交
換
の
仕
方

等
応
対
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
全
体

を
通
じ
て
講
義
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
根
底
に
あ
る
「
相

手
へ
の
思
い
や
り
」
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
月
五
日
㈬
十
八
時

半
か
ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お

い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応

援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、

五
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
能
勢
み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
自
分
が
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
働
き
方
や
生
き
方
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
同

士
で
対
話
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い

く
方
法
で
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
必
要
性
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る

こ
と
で
自
身
の
強
み
や
能
力
、
仕
事
に

対
す
る
興
味
や
価
値
観
を
自
己
分
析
し
、

自
分
ら
し
い
働
き
方
を
見
つ
け
る
一
助

と
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
㈬
十
時

か
ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援

講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
八

八
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
全
体
交
流
会
」
と
し
て
、

様
々
な
業
種
・
年
齢
の
女
性
及
び
そ
の

上
司
が
一
堂
に
会
し
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、

仕
事
へ
の
意
欲
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
本
会
根
岸
茂
文
専
務
理
事

に
よ
る
基
調
講
演
「
次
代
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
是
非
と
も
認
識
し
て
ほ
し
い
こ

と
」
が
行
わ
れ
、
後
半
で
は
、
基
調
講

演
を
踏
ま
え
た
意
見
交
換
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

働く女性応援講座（第9講）「キャリアデザイン」

働く女性応援講座（第6講）
「ビジネスコミュニケーション」

働く女性応援講座（第10講）「全体交流会」
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
一一
〇〇
月月
例例
会会
開開
催催

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」第
二
弾

さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
氏
卓
話
＆
市
長

と
の
意
見
交
換
会

青
年
経
営
者
部
会
の
九
月
例
会
が
九
月

二
六
日
㈪
さ
い
た
ま
市
役
所
政
策
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
一
七
名
が
参
加
し
た
。

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」
の

第
二
弾
と
し
て
「
政
令
指
定
都
市
『
さ
い

た
ま
市
』
を
率
い
る
先
輩
リ
ー
ダ
ー
に
学

ぶ
」
と
題
し
て
、
清
水
勇
人
氏
の
卓
話
と
、

市
長
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

◇
第
一
部
卓
話
概
要

「
さ
い
た
ま
市
の
成
長
戦
略
」

様
々
な
デ
ー
タ
を
基
に
さ
い
た
ま
市
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
様
々
な
取
組
み
に

関
す
る
お
話
し
を
伺
っ
た
。

①
さ
い
た
ま
市
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
し
あ
わ
せ
倍
増
プ
ラ
ン
2
0
1
3
」

（
市
民
一
人
ひ
と
り
が
し
あ
わ
せ
を
実
感

で
き
る
都
市
を
目
指
す
）「
成
長
戦
略
〜

七
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
市
民
・

企
業
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
を
目
指
す
）
に

つ
い
て

②
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
の

取
組
み

「
つ
な
が
ろ
う
東
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
交
通
の
利
便
性
や
災
害
に
強
い
、
と

い
っ
た
地
理
的
な
強
み
を
活
か
し
て
東
日

本
の
ハ
ブ
シ
テ
ィ
を
目
指
す
）「
ス
ポ
ー

ツ
観
光
・
産
業
都
市
戦
略
」
に
基
づ
い
た

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
さ
い
た
ま
ク

リ
テ
リ
ウ
ム
」「
さ
い
た
ま
国
際
マ
ラ
ソ

ン
」
の
開
催
等
に
つ
い
て

◇
第
二
部
意
見
交
換
会

さ
い
た
ま
市
に
本
社
の
あ
る
メ
ン
バ
ー

三
名
か
ら
、

①
「
組
織
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
」

②
「
組
織
を
作
り
変
え
る
際
に
意
識
し
て

い
る
こ
と
」

③
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
働
く
場
所

の
提
供
」

等
の
質
問
や
要
望
が
出
さ
れ
た
。

清
水
市
長
か
ら
は
「
責
任
と
共
感
・
徹

底
し
た
現
場
主
義
・
公
平
公
正
か
つ
開
か

れ
た
姿
勢
が
大
切
」「
ビ
ジ
ョ
ン
を
は
っ

き
り
出
来
る
だ
け
早
く
提
示
し
、
具
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
、
人
づ
く
り

を
意
識
し
て
い
る
」
と
の
ご
回
答

を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
そ
の
後
は
場
所
を
浦
和

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
移

し
、
一
九
階
の
ト
ッ
プ
ラ
ウ
ン
ジ

に
て
、「
テ
ィ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
し
て
会
員
の
み
で
近
況
報
告
を

含
め
た
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

◇
参
加
者
感
想

「
少
人
数
で
市
長
の
考
え
や
想
い
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意

義
だ
っ
た
。
官
民
と
立
場
は
違
え
ど
同
じ

経
営
者
で
あ
り
、
い
つ
も
と
は
異
な
る
視

点
か
ら
先
輩
経
営
者
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」（
卓

話
・
意
見
交
換
会
）

「
悩
み
や
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
会
員
同
士
が

赤
裸
々
な
話
が
出
来

る
こ
と
は
、
我
々
に

と
っ
て
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
と
思
う
」

（
テ
ィ
ー
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
と
い
っ
た

感
想
が
出
た
。

清
水
市
長
の
地

域
・
行
政
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
貴
重
な
経
験
談
か
ら
、
企
業
経
営

と
の
共
通
点
を
見
出
し
、
自
社
の
成
長
戦

略
の
描
き
方
や
そ
の
実
行
に
向
け
た
ヒ
ン

ト
を
得
る
、
大
変
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
の
相
互
連
携
や
交
流
を
深
め
る

機
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
企
画
と
運
営
は
、
矢
部
利
人
副

部
会
長
（
丸
和
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
が
担
当
し
た
。

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ

ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」
を
体
験
す
る
〜
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
や
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
考
え
る
〜

青
年
経
営
者
部
会
の
一
〇
月
例
会
が
一

〇
月
二
一
日
㈮
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・

ダ
ー
ク
東
京
外
苑
前
会
場
に
て
開
催
さ
れ

一
二
名
が
参
加
し
た
。

今
年
度
新
企
画
「
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
、「『
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・

ザ
・
ダ
ー
ク
』を
体
験
す
る
」
と
題
し
て

実
施
さ
れ
た
。

◇「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」

に
つ
い
て

一
九
八
八
年
に
ド
イ
ツ
で
哲
学
博
士
ア

ン
ド
レ
ス
・
ハ

イ
ネ
ッ
ケ
氏
の

発
案
に
よ
っ
て

生
ま
れ
「
暗
闇

の
ソ
ー
シ
ャ
ル

エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
」
と

し
て
、
全
世
界

三
九
カ
国
、
一

三
〇
都
市
以
上

で
開
催
さ
れ
、

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
七
万
人
以
上

が
体
験
し
て
い
る「
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

参
加
者
は
、
完
全
に
光
を
遮
断
し
た
空

間
の
中
へ
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
入
り
、
暗

闇
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
視
覚
障
が
い

者
の
ア
テ
ン
ド
に
よ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
に

基
づ
い
て
空
間
を
探
検
し
様
々
な
シ
ー
ン

を
体
験
す
る
。
そ
の
過
程
の
中
で
、
視
覚

以
外
の
様
々
な
感
覚
の
可
能
性
と
心
地
よ

さ
に
気
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
や
人
の
あ
た
た
か
さ
を
思
い
出
す
。

普
段
と
全
く
異
な
る
環
境
に
身
を
投
じ
る

こ
と
で
、
日
頃
損
な
い
が
ち
な
�
謙
虚
さ

や
感
謝
の
気
持
ち
�
を
甦
え
ら
せ
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験

参
加
者
は
六
名
一
組
と
な
り
、
互
い
に

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
視
覚
障
が
い
者
か
ら
使
い
方
を

レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
た
白
杖
を
頼
り
に
、
九

〇
分
間
に
亘
り
暗
闇
の
中
を
進
ん
だ
。

◇
参
加
者
感
想

・
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
機
会
と
な
っ
た
。

・
社
員
教
育
に
使
え
る
と
思
っ
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
九九
月月
例例
会会
開開
催催

第1部 清水市長による卓話

卓話をされる
清水勇人さいたま市長

第2部 市長との意見交換会

パインズホテルでの
ティー・ミーティング

プログラムの説明を伺う

暗闇のソーシャルエンターテインメント
（写真提供：ダイアログ・イン・ザ・ダーク）
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・
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
結
び
つ
こ
う
と
す

る
…
「
人
」
の
有
難
さ
や
必
要
性
を
感

じ
た
。

・
暗
闇
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、「
思

い
や
り
」
と
「
信
じ
る
事
の
大
切
さ
」

を
感
じ
た
。

・
普
段
相
手
の
身
に
な
っ
て
気
遣
い
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
リ
ア
ル

な
気
遣
い
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

暗
闇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
さ
に
「
気

遣
い
の
立
場
が
変
わ
っ
た
」
瞬
間
だ
っ

た
。
気
を
遣
う
相
手
に
対
し
て
上
か
ら

目
線
で
は
な
く
、
本
当
の
思
い
や
り
と

尊
敬
の
気
持
ち
で
今
後
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。

・
普
段
何
気
な
く
五
体
満
足（
五
感
が
全

て
揃
っ
て
い
る
）で
過
ご
し
、
更
な
る

満
足
感
を
追
求
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
た
。
ま
た
、「
何
気
な
い
生
活
の
中

に
も
大
切
な
何
か
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。

・
貴
重
な
経
験
を
共
有
し
た
メ
ン
バ
ー
と
、

他
の
経
験
で
は
成
せ
な
い
「
繋
が
り
」

が
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
後
は
場
所
を
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
に
移
し
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
気
づ
き
の
共
有
や
近
況
報
告
を
行
い
、

懇
親
を
深
め
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
を
通
じ
て
多
く
の
気

づ
き
を
得
る
と
と
も
に
、
よ
り
連
帯
感
や

信
頼
関
係
を
高
め
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

今
回
の
企
画
と
運
営
は
、
眞
子
岳
志
副

部
会
長（
㈱
真
工
社
代
表
取
締
役
社
長
）が

担
当
し
た
。

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
一

〇
月
一
七
日
㈪
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

で
開
催
し
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事
に

も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大
き
く

期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問
や
不
安

を
抱
い
た
り
、
慣
れ
に
よ
る
気
の
緩
み
が

生
じ
た
り
す
る
こ
の
時
期
に
「
入
社
後
の

仕
事
を
振
り
返
り
、
よ
り
良
い
仕
事
を
遂

行
す
る
た
め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組

め
る
よ
う
意
欲
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を

目
的
に
、
五
六
名
の
参
加
者
が
様
々
な
課

題
に
取
り
組
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

1
�
入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
り
、

見
直
し
を
図
る

2
�
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

重
要
性
を
理
解
す
る

3
�
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
基
本

を
習
得
す
る

4
�
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割

を
再
確
認
す
る

5
�
正
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
知
識
と

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
再
確
認
す
る

6
�
今
後
の
挑
戦
課
題
と
目
標
設
定
を
考

え
る

の
六
部
構
成
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
講

師

古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
は
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
討
議
形
式
の

参
加
者
体
験
型
で
進
め
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ

内
の
異
業
種
メ
ン
バ
ー
と
「
体
験
と
振
り

返
り
」
を
重
ね
る
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を
、

自
ら
の
職
場
に
お
け
る
具
体
的
な
実
践
に

繋
げ
る
こ
と
、
加
え
て
「
他
流
試
合
」「
異

業
種
交
流
」
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

午
前
中
の
「
職
場
生
活
の
振
り
返
り
」

で
は
、入
社
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を「
失

敗
談
・
苦
労
話
・
嬉
し
い
経
験
・
工
夫
点
」

と
し
て
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
、
討
議
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
職

場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の
再
確

認
」
で
は
、
ゲ
ー
ム
参
加
を
通
じ
て
「
ト

ッ
プ
、
中
間
管
理
職
、
部
下
」
の
役
割
を

間
接
的
に
疑
似
体
験
す
る
こ
と
で
、
積
極

的
な
取
組
み
姿
勢
と
職
場
の
中
の
コ
ミ
ュ

青年経営者部会
新部会員のご紹介

1 株式会社Gives
まつもと ゆうすけ

代表取締役 松本 有祐 様
映像制作
事業所所在地
〒362‐0015 埼玉県上尾市

緑丘1‐14‐32

2 ジュネスケア友愛株式会社
さ く ま えつ よ

代表取締役 佐久間 悦代 様
介護事業・フィットネス・エステ事業
事業所在地
〒330‐0854 埼玉県さいたま市

大宮区桜木町2‐251

新新
入入
社社
員員
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ

研研
修修
をを
開開
催催

DIDアテンドスタッフを囲んで

プログラム体験の感想や
近況報告を語り合った懇親会

仕事の優先順位に関して講義する古澤美奈子
講師

積極的な取組み姿勢とコミュニケーションの重
要性を再確認するための教育ゲーム

グループ討議を通して気づいたことを話し合い
「気づき」として発表

職
場
で
の
具
体
的
実
践
に
繋
げ
る
た
め
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
気
づ
き
を
振
り
返
る
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、
特
に「
報
告
・

連
絡
・
相
談
の
重
要
性
」に
つ
い
て
学
ん

だ
。続

く
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
振
り
返

り
」
で
は
テ
ス
ト
形
式
に
よ
っ
て
「
言
葉

づ
か
い
・
電
話
応
対
・
お
辞
儀
の
仕
方
・

名
刺
交
換
・
来
客
対
応
・
訪
問
時
の
マ
ナ

ー
」
を
改
め
て
確
認
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
「
今
後
の
挑
戦
課
題
と

目
標
設
定
を
考
え
る
」
で
は
『
私
の
宣
言

書
』
と
し
て
「
会
社
か
ら
期
待
さ
れ
る
こ

と
、
自
分
の
長
所
短
所
、
3
年
後
の
目
指

す
姿
、
自
己
啓
発
の
具
体
的
な
内
容
（
業

務
上
・
人
間
的
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
）、

こ
の
研
修
で
学
ん
で
明
日
か
ら
具
体
的
に

始
め
る
こ
と
」
と
い
っ
た
項
目
を
ま
と
め

会
社
に
提
出
す
る
、
と
い
う
課
題
が
出
さ

れ
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
職
場
に
お
け
る
立
場
、
求
め
ら
れ
て
い

る
仕
事
の
質
に
関
し
て
、
よ
り
具
体
的

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・「
仕
事
は
追
わ
れ
る
の
で
は
な
く
追
う

も
の
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
自
ら
追
え
る
よ
う
に
な
る
為
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
能
力
、
段
取
り
等

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
少
し

で
も
充
実
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
て「
自
己
肯
定
感
」

を
高
め
て
い
き
、
結
果
、
仕
事
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
る
、

と
い
う
成
長
の
サ
イ
ク
ル
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

・
半
年
間
働
い
て
き
た
こ
と
を
振
り
か
え

る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

が
あ
り
、
そ
れ
を
「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
が
で
き
と
て
も
為
に
な
っ
た
。

と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
、貴
重
な「
振

り
返
り
の
場
」
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

〔
参
加
企
業
名
・
参
加
人
数
〕

㈱
飯
野
製
作
所
⑥
、
㈱
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン

グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
①
、
㈱
エ

ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ
①
、
㈱
エ
ン
プ
ラ

ス
⑳
、
ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車

シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
㈱
②
、
㈱
コ
マ

ー
ム
③
、
㈱
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
㉑
、
武
蔵
貨
物
自
動
車
㈱
②

○
の
中
の
数
字
は
、
参
加
者
数
。
合
計

五
六
名
。

本
会
は
、
去
る
十
月
十
四
日
、

埼
玉
労
働
局
の
田
畑
局
長
の
訪
問

を
受
け
、
働
き
方
改
革
の
取
組
へ

の
協
力
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
長
時
間
労
働
削
減
な

ど
働
き
方
改
革
推
進
へ
の
協
力
を

本
会
に
求
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
要
請
内
容

デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却
し
、

経
済
の
好
循
環
を
回
し
続
け
る
た

め
に
も
、
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、

労
働
の
質
を
高
め
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
で
労
働

力
人
口
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
、
女
性
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ

て
の
人
々
が
社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
長
時
間
労
働
の
問
題
が
認
め

ら
れ
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
低
い

水
準
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
長
時
間
労
働
の

削
減
を
始
め
と
し
た
働
き
方
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
や
「
日
本
再
興
戦
略
二

〇
一
六
―
第
四
次
産
業
革
命
に
向
け
て

―
」
に
お
い
て
、
働
き
方
改
革
の
実
行
・

実
現
の
た
め
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け

た
取
組
を
強
化
す
る
旨
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
政
府
全
体
と
し
て
も
、
去

る
九
月
二
日
に
「
働
き
方
改
革
実
現
推
進

室
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
長
時
間
労
働
の

是
正
を
含
め
た
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け

た
取
組
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
長
時
間
労
働
問
題
に
つ
い
て
は
、

私
自
身
を
本
部
長
と
す
る
「
埼
玉
労
働
局

働
き
方
改
革
推
進
本
部
」
に
お
い
て
、

①
著
し
い
過
重
労
働
や
賃
金
不
払
残
業
な

ど
を
行
う
企
業
の
撲
滅
に
向
け
た
監

督
指
導
の
強
化

②
休
暇
の
取
得
促
進
を
は
じ
め
と
し
た

「
働
き
方
の
見
直
し
」
に
向
け
た
企

業
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

に
つ
い
て
、
局
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
監
督
指
導
に
つ
い
て

は
、
月
残
業
八
〇
時
間
超
の
す
べ
て
の
事

業
場
へ
監
督
対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
、
そ

の
取
組
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
百
号
）」で
、
十
一
月
は
過

労
死
等
防
止
啓
発
月
間
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
十
月
を
「
年
次
有

給
休
暇
取
得
促
進
期
間
」、
十
一
月
を「
過

重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
と
し

て
、
長
時
間
労
働
削
減
の
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

長
時
間
労
働
の
削
減
や
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

働
き
方
を
見
直
し
、
効
率
的
な
働
き
方
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
長
時
間
労
働
を
前
提
と
し
た
こ
れ
ま

で
の
労
働
慣
行
か
ら
、
早
く
帰
る
労
働
慣

行
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
施
策
や
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
を
醸

成
す
る
た
め
の
施
策
等
、
各
々
の
企
業
の

実
情
に
応
じ
た
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
、
朝
型
勤
務
や
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
、
年
次
有
給
休
暇
の
計
画

的
付
与
制
度
な
ど
の
導
入
、
ノ
ー
残
業
デ

ー
や
年
次
有
給
休
暇
取
得
奨
励
日
の
設
定
、

年
次
有
給
休
暇
取
得
計
画
の
策
定
、
年
次

有
給
休
暇
取
得
に
よ
る
連
休
の
実
現（「
プ

ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」）の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
休
暇
を
は
じ
め
と
す
る
、
働
く
方
々
の

実
情
に
応
じ
た
特
別
な
休
暇
制
度
の
導
入

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
貴
団
体
か
ら
は
、
傘
下
団

体
・
企
業
等
へ
の
働
き
方
改
革
や
夏
の
生

活
ス
タ
イ
ル
変
革
に
関
す
る
周
知
啓
発
に

関
し
格
別
の
御
協
力
を
賜
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
こ
の
取
組
の

趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
傘
下
団
体
・

企
業
等
に
対
し
ま
す
周
知
啓
発
に
向
け
た

御
協
力
の
程
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

田
畑
埼
玉
労
働
局
長
よ
り
長
時
間
労

働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
「
働
き
方

改
革
」
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
要

請
書
を
受
け
る

埼玉労働局田畑局長（右）より要請を受ける根岸専務理事
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これまでに、内閣府（国
家戦略室）：エネルギー
環境会議・国民的議論に
関する検証会議委員、警
察庁：住民の意識調査に
関する有識者研究委員会
座長、総務省：常時啓発
のあり方等研究会委員、
埼玉県：彩の国NPO・大
学ネットワーク会長、さ
いたま市：議会の在り方
に関する調査会会長など
を歴任。

学歴・略歴
松本 正生
（まつもと まさお）
1955年長野県生まれ。中
央大学法学部卒。法政大
学大学院博士後期課程修
了。政治学博士。専門社
会調査士。埼玉大学経済
学部助教授、同教授、埼
玉大学評議員などを経て
2013年より現職。現在、
（公財）明るい選挙推進協
会理事、（公財）日本世論
調査協会評議員、さいた
ま市明るい選挙推進協議
会会長、毎日新聞（毎日
ポート・マッチ）監修委
員などを兼務。

主な著書
『世論調査と政党支持』
法政大学出版局、『政治
意識図説』中公新書、『「世
論調査」のゆくえ』中央
公論新社など。

社会の正確な把握に基づいた客
観性の高い政策形成に寄与するべく、社会調査研
究センター（SSRC）は、質の高い政策資源の提供
を行っています。
年2回発行する研究機関誌『政策と調査（Policy
& Research）』はすでに10号（16年3月現在）を
数え、報道機関を中心に全国の調査関係者が参加
する「世論・選挙調査研究大会（アニュアル）」
の開催は6回におよんでいます。また、さいたま
市の有権者を対象とする「さいたま市民政治意識
調査」をはじめ、定例の調査も複数実施してきま
した。
アメリカのセンサスを設計するミック・クーパ
ー（Mick. P. Couper）ミシガン大学調査研究セン
ター教授や、郵送調査や複合調査＝Mix-Mode
Survey の世界的権威であるドン・ディルマン
（Don. A. Dillman）ワシントン大学教授ら、内外
の先駆的研究者が、われわれのアドバイザリー・
ボードに参画しています。
加えて、外部機関との共同調査・研究にも取り
組んでいます。一例が、毎日新聞社と共同で実施
する全国調査「日本の世論」です。16年に4年目

を迎える同調査は、2つの特徴を有しています。
第1は、自記式の郵送調査であること。報道機関
の実施する電話世論調査と異なり、郵送方式は、
調査の対象者にじっくり質問を読んで回答を考え
てもらえます。日常の電話（RDD）調査がスピー
ド重視の簡易的な健康診断だとすれば、同調査は、
年1回の人間ドックに相当します。第2は、「寄
付付き」を採用していること。回答者に図書券な
どの謝礼を贈る通常の調査と異なり、謝礼相当額
を寄付してもらいます。世論調査への回答が社会
貢献につながるという仕組みにほかなりません。
埼玉県（企画財政部）とは、共同研究プロジェ
クト（「人口急減・超高齢社会における政策研究」）
に取り組んでいます。その一環として、15年には、
埼玉県下の7市町（川越市、秩父市、本庄市、戸
田市、幸手市、小川町、鳩山町）の住民3，500人
（各500人）を対象に、自記式による意識調査を実
施しました。調査受難とよばれる時代状況の中、
同調査は、全体平均で70．5％という非常に高い回
収率を獲得しました。16年には「人口減少に対応
した地域づくり」埼玉県・埼玉大学共同研究成果
発表・シンポジウムを開催しました。

工業計測の教材への応用
各種発電実験装置の開発
カリキュラム開発
社員教育・教師教育

略歴
山本 利一
（やまもと としかず）
1984～ 公立中学校教諭
1996～ 福井県教育研究

所指導主事
2001～ 埼玉大学教育学

部准教授を経て
現職

本研究室では、学校教育や社会
教育で利用する、体験型の教材・教具・カリキュ
ラムの提案を行っています。最先端技術の教育へ
の応用や、基礎基本を定着させるための指導方法
を研究テーマとして、学校の授業をより良くする
こと目的に活動しています。
授業において、学習内容を的確に指導すること
や定着させることは、最も基本的なことです。本
研究室で対象とする研究課題を記すと
①技術教育・科学教育・情報教育に関する研究、
②教師教育に関する研究、③認知心理学に基づく
授業分析、④環境教育に関する研究などです。
また、工業計測の教材への応用として、各企業
の持つ最先端技術をわかりやすく説明する教材を
通して、科学技術への興味関心を高める活動を行
っています。これらは、学校現場・教育委員会と
の太いパイプがあるからこそできることだと思っ
ています。
これまでの実用化例・応用事例は、①ロボット
学習教材の開発（教育支援活動としてNPO法人
WRO-J の設立）、②温度差発電の原理学習用教具
（実用新案）、③波力発電実験装置・発電装置及

び発光ブイ（特許）、④水力発電実験装置（実用
新案）・落差可変式水力発電実験装置（実用新案）
などがあります。また、学校のニーズに応じた教
材の提供として、⑤プログラミング教育の教材開
発・販売、⑥3Dプリンターの教育での活用事例
提案、⑦学習ソフトの開発（学力向上が実証され
ています）、⑧持続可能な社会を築く人材育成の
ためのカリキュラム開発を行っています。興味・
関心のある関係各位からのご連絡をお待ちしてお
ります。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

オリジナル調査に基づく質の高い政策情報の提供
埼玉大学 教育機構 社会調査研究センター長 松 本 正 生 教授

科学技術教育における教材開発 ～最先端技術の教材化～
埼玉大学 教育学部 副学部長／生活創造講座（技術分野） 山 本 利 一 教授

波力発電装置（特許）
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建築生産システムに関する研究を続けていますと、人間と技
能にかかわる思いにとらわれる事が多々あります。
研究調査のために建築の生産現場を歩きます。設計監理者、
施工管理者、現場世話役、一人親方、現場技能労働者がそれぞ
れの立場で作業を行っています。自律的な職人仕事とその能力
が如実に見えるのが建設現場です。腕の良し悪しと仕事の成果
は職人仲間の誰の目にも明らかです。年齢や肩書は通用しませ
ん。仕事の腕と成果だけが評価対象です。その評価はだれも口
にはしません。しかし、その現場のだれもが技能のレベルとラ
ンクに気づいています。現場には暗黙のランクと秩序がありま
す。
アメリカの社会学者スチンコームが「職人自身あるいは職人
チーム自身が自分で自分の労働を管理し、計画し、統制し、規
律、秩序づけること」を熟練技能型管理と呼びました。不確定
な要素の多い個別の土地と環境に一品・受注・個別に建設する
建築生産現場にはこの熟練技能型管理がむいていると思ってい

ます。卒業研究や実技実習にもそのような要素を加えています。
その心は、自律的に自らの労働を管理でき、人をまとめること
ができ、金勘定ができ、つくりながら考え、考えながら作るこ
とができる。これらは仕事の完成度にすべての責任を負う自負
に満ちたかつての棟梁の姿です。建築づくりにかつての棟梁型
の設計と施工に全責任を負う職能が建築生産に必要であろうと
考えております。日本の建
設業の特質は近世までの生
産システムを基本にしなが
ら明治維新以降の近代の生
産システムが社会化制度化
されたため、基盤は日本社
会の伝統型生産文化が基層
にあることです。日々建築
の研究教育を通して人育て
に腐心しております。

新聞、ニュースメディアなどを通じて、
「付加製造技術（Additive Manufacutir-
ing Technology；以下AMと略）」に関
連するAM装置（3次元プリンタ）、3

次元スキャナなどを活用したものづくりが注目されています。
また、ドイツの「インダストリー4．0」による「つながる工
場」はもちろんのこと、国内においても、3月に日本機械学会
生産システム部門技術ロードマップにおいては、世界中に分散
する工場でのあらゆる設備を柔軟に活用して製造する工場、い
わば「どこでも工場」の提言は記憶に新しいところです。
本学では、文部科学省「平成27年度私立大学等
教育研究活性化設備整備事業」に採択され、AM
装置などの設備機器が導入され、研究や授業など
で幅広く利用されています（写真）。
本学授業では1年で機械スケッチ、ドラフタを
用いた手書き製図による頭そして手を働かせた設
計製図教育、2年次以降で2次元、3次元CAD
（Computer Aided Design）演習、CAM（Com-

puter Aided Manufacturing）演習にも力を入れています。学
生が「コンピュータを活用したものづくり」の素養を身に付け、
企業において活躍できる人財へと成長できるよう授業カリキュ
ラムの取組を行っています。
現在までに松本研究室では、行田市内の企業において搬送機
における設計ソフトウエア、川口市内の企業において攪拌（か
くはん）機における危険速度予見ソフトウエア、そして埼玉県
警と振り込め詐欺被害防止対策ソフトウエア開発などの共同研
究を手掛けてきました。現在でも、行田商工会議所と連携して
AM装置の勉強会、利用における技術支援を行っています。

「もの」、「こと」そして「ひと」が互いに連携、
共創して展開される「いつでも」、「どこでも」、
つながる「ものづくり」ことこそが今後ますます
重要となることを強く実感しています。
引き続き、産学・地域連携における研究開発そ
のお手伝いを行い、微力ながらも多くの皆様に貢
献できればと思います。遠慮なく気軽にお声をか
けていただければ幸いです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

熟練技能型管理と建築づくり・人育て
技能工芸学部建設学科 深 井 和 宏 教授

深井 和宏（ふかい かずひろ）教授 1級建築士 工学修士 京都大学工学部建築学科卒業、同大学院修士・博士課程修了、
職業能力開発短期大学校助教授、ものつくり大学助教授を経て、2005年よりものつくり大学教授、現在に至る。専門分野：建築
生産、構法計画、建築経済、建築設計監理、日本型非定型的設計監理業務、木造建築の設計構法システム、木造建築生産技術、
木造建築技術者の育成システム、など（連絡先：048‐564‐3858）

「付加製造技術」未来へつながるものづくり
製造学科 松 本 宏 行 教授

松本 宏行（まつもと ひろゆき） 教授 博士（工学） 工学院大学大学院博士後期課程修了。東京農工大学ベンチャー・ビ
ジネス・ラボラトリー（VBL）特別研究員、ものつくり大学講師を経て2016年4月より現職。ユニバーサルデザイン、振動・
音響解析、人工筋肉に関連する研究に取り組む。（連絡先：matsu@iot.ac.jp／048‐564‐3838）

実習を通じた建築づくり・人育て
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埼 玉 県 の 最 低 賃 金 （平成28年10月1日）

埼 玉 県 最 低 賃 金
時間額（円） 埼玉県内で働く全ての労働者｛特定

（産業別）最低賃金が適用される人
を除く。｝に適用されます。

発効日

845 28．10．1

特定（産業別）最低賃金 時間額（円） 下記の人達は、埼玉県最低賃金が適
用されます。

発効日

非鉄金属製造業
（非鉄金属第1次製錬・精製業、非鉄金属素形材
製造業及びその他の非鉄金属製造業を除く。）

869 1 18歳未満又は65歳以上の者

2 雇入れ後3月未満の者であって、
技能習得中のもの

3 手作業による包装、袋詰め、箱
詰め又は運搬の業務に主として
従事する者

4 清掃又は片付けの業務に主とし
て従事する者

27．12．1

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業
（医療用計測器製造業（心電計製造業を除く）を
除く。）

874
輸送用機械器具製造業
（産業用運搬車両・同部分品・附属品製造業及び
その他の輸送用機械器具製造業（自転車・同部分
品製造業を除く）を除く。）

883
光学機械器具・レンズ、時計・同部分品
製造業 883
各種商品小売業
（百貨店や総合スーパーなどの衣・食・住にわた
る各種の商品を一括して一事業所で小売する事業
が該当する。）

834 1 18歳未満又は65歳以上の者
2 雇入れ後3月未満の者であって、
技能習得中のもの

3 清掃又は片付けの業務に主とし
て従事する者

自動車小売業
（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む。）
を除く。）

882
注）1 最低賃金の対象となる賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・深夜・休日手当、臨時又は1月を超える期間

ごとに支払われる賃金は算入されません。
2 著しく労働能力が低い人などについて、埼玉労働局長の許可を受けた場合には、最低賃金の特例許可金額が適用されます。

埼 玉 労 働 局
各労働基準監督署

国家公務員倫理週間 12月1日～7日 国家公務員倫理審査会 http://www.jinji.go.jp/rinri/

国家公務員倫理審査会企業の皆様へのお知らせです

企業の皆様と国家公務員が接触・交流する際、国家公務員
には一定のルールがあります。
皆様との会合、皆様からの贈与などについては、国家公務
員にとって禁止行為に当たる場合もありますので、特にご
留意ください。

国家公務員は、「利害関係者」（契約の相手方、許認可の申請者、
立入検査を受ける事業者等）との間で、例えば以下の行為が禁
止されています。
1．金銭、物品等の贈与を受けること
2．無償の役務の提供を受けること（例：社用車による送迎）
3．供応接待を受けること（「割り勘」による飲食は可能）

国家公務員は、「利害関係者」以外の事業者等との間でも、社
会通念上相当と認められる程度を超えて、供応接待や財産上の
利益の供与を受けることが禁止されています。

国家公務員の倫理に反すると疑わ
れる行為に気付かれた方は…
【電 話】03－3581－5344

（土・日・祝日及び12/29～
1/3を除く、9 : 30～18 : 15）

【WEB】
検索��公務員倫理ホットライン

通報者の氏名等は窓口限りにとど
められるなど、通報により不利益
な取扱いを受けないよう万全を期
しています

公務員倫理ホットライン
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環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
企
業
を
「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
と

し
て
、
現
在
、
2
�1
4
1
社
認
定
し
て
い

ま
す
。

認
定
項
目
は
、
短
時
間
勤
務
制
度
や
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
選
べ

る
か
、
出
産
し
た
女
性
が
働
き
続
け
て
い
る

か
な
ど
6
つ
の
基
準
が
あ
り
、
2
つ
以
上
該

当
す
れ
ば
認
定
さ
れ
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
企
業
に
は
、
認
定
証
、
楯
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
贈
呈
し
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

ア
ッ
プ
や
求
人
の
際
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、
県
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
の

新
規
申
請
時
に
加
点
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
従
業
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
な
ど
役
立
つ
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
職
員
が
手

続
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

認
定
制
度
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
多

様
な
働
き
方
実
践
企
業
検
索
サ
イ
ト
」
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
3
）

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実
技

中
心
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
現
場
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
即
戦
力
と
し
て
、
活
躍
が
期
待
で

き
ま
す
。

�
訓
練
分
野
（
取
得
し
て
い
る
技
術
）

・
機
械
加
工
系
（
Ｎ
Ｃ
旋
盤
等
）

・
金
属
加
工
系
（
板
金
・
溶
接
等
）

・
情
報
系
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

設
計
等
）

・
電
気
系
（
電
気
工
事
等
）

・
空
調
系
（
冷
凍
・
空
調
機
器
工
事
等
）

・
ビ
ル
管
理
系
（
ビ
ル
設
備
保
守
等
）

・
自
動
車
系
（
自
動
車
整
備
）

・
建
築
系
（
建
築
大
工
等
）

・
木
工
工
芸
系
（
家
具
・
建
具
製
造
等
）

・
介
護
系
（
初
任
者
研
修
修
了
）

・
障
害
者
対
象
訓
練（
事
務
・
介
護
技
術
等
）

�
求
人
票
の
提
出
に
つ
い
て

次
の
2
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

1

求
人
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

専
門
校
に
郵
送
、
Ｆ
ａ
ｘ
又
は
持
参

2

埼
玉
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
、
必
要

事
項
を
入
力

※
求
人
票
は
埼
玉
県
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

埼
玉
県
で
は
、
労
働
に
関
す
る
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
相
談
を
お

受
け
し
、
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
労
働
相
談

【
電
話
相
談
】
㈪
〜
㈮

9
時
〜
17
時

【
面
接
相
談
】
㈪
〜
㈮

9
時
〜
16
時

�
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

【
面
接
相
談
（
要
予
約
）】

毎
週
㈬

①
13
時
30
分
〜

②
15
時
〜

�
若
者
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

【
電
話
相
談
】
第
2
・
4
㈯

10
時
〜
16
時

※
い
ず
れ
も
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0808/rodosodan/

�
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情
報
発
信
中
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
2
2
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
安
衛
法
」
と

い
う
）
で
は
、
産
業
医
の
労
働
者
の
健
康
状

態
に
つ
い
て
の
判
断
結
果
の
意
見
と
し
て
事

業
主
へ
の
意
見
提
出
の
場
面
が
三
つ
あ
る
。

第
一
は
、
定
期
健
診
実
施
後
の
事
後
措
置

の
場
合
（
第
六
六
条
の
五
）
で
、
第
二
は
長

時
間
労
働
に
よ
る
面
接
指
導
結
果
に
基
づ
く

場
合
（
第
六
六
条
の
八
第
五
項
）
で
、
第
三

は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
検
査
後
の
高
ス
ト
レ

ス
者
に
対
す
る
面
接
指
導
結
果
に
基
づ
く
場

合
（
第
六
六
条
の
一
〇
第
六
項
）
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
事
業

者
と
し
て
は
、「
医
師
の

意
見
を
勘
案
し
、
そ
の
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
労
働
者
の
実
情

を
考
慮
し
て
、
就
業
場
所

の
変
更
、
作
業
の
転
換
、

労
働
時
間
の
短
縮
、
深
夜

業
の
回
数
の
減
少
等
の
措
置
そ
の
他
の
適
切

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
人
事
管
理
上
の
措
置

で
あ
り
、
当
該
労
働
者
の
賃
金
・
昇
進
・
キ

ャ
リ
ア
形
成
等
に
影
響
す
る
。
し
か
も
、
い

ず
れ
も
「
医
師
の
意
見
を
勘
案
し
て
」
と
さ

れ
て
お
り
、
産
業
医
等
の
意
見
が
重
大
な

「
鍵
」
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

産
業
医
の
地
位
と
職
務
権
限
に
つ
い
て
は
、

安
衛
法
で
、
①
産
業
医
は
、
労
働
者
の
健
康

管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な
医
学
に
関
す
る

知
識
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要

件
を
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
②
産
業
医
は
、
労
働
者
の
健
康
を
確
保

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

事
業
者
に
対
し
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
に

つ
い
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
③
事
業
者
は
、
前
項
の
勧
告
を
受
け

た
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

に
こ
と
（
第
一
二
条
二
〜
四
項
）
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
勧
告
権
を
前
提
と
し
て
従

業
員
が
頭
痛
、
め
ま
い
、
不
眠
等
を
申
告
し
、

相
当
の
日
数
の
欠
勤
を
繰
り
返
し
て
、
重
要

な
会
議
を
欠
席
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
き
、「
従

業
員
の
健
康
管
理
等
に
つ
き
被
上
告
人
に
勧

告
し
得
る
産
業
医
に
対
し
て
も
上
記
欠
勤
の

事
実
等
を
伝
え
、
定
期
健
康
診
断
の
問
診
で

も
い
つ
も
よ
り
気
が
重
く
て
憂
鬱
に
な
る
等

の
多
数
の
項
目
の
症
状
を
申
告
す
る
な
ど
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、
会
社
側

は
本
人
の
状
態
を
認
識
し
得
る
状
況
に
あ
り
、

そ
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
業
務
の
軽
減
な
ど

の
措
置
を
執
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
安

全
配
慮
義
務
違
反
を
認
め
て
い
る
判
決
（
平

二
六
・
三
・
二
四
最
高
裁
二
小
判
決
）
が
あ

る
。こ

の
判
決
は
、
事
業
者
に
対
し「
勧
告
権
」

の
あ
る
産
業
医
に
当
該
労
働
者
の
問
診
な
ど

で
事
実
を
伝
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
事

業
者
と
し
て
は
本
人
の
状
態
を
認
識
し
得
た

と
さ
れ
て
い
る
。
産
業
医
の
勧
告
権
に
つ
い

て
、
上
記
最
高
裁
判
決
は
勧
告
権
を
重
視
し

て
い
る
が
、
現
状
で
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、「
産
業
医
意
見
に
基
づ
く
就
業
上

の
措
置
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
当
該
労
働
者
と
十
分
な
話
合
い
を
通
じ
て

そ
の
労
働
者
の
了
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
、
産
業
医
の
同
席
の
下
に
労
働
者
の

意
見
を
聴
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」（
健
康

診
断
結
果
に
基
づ
き
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措

置
に
関
す
る
指
針
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
実
に
こ
の
よ
う
な
産
業
医
の
権
限
が

理
解
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
が
あ
る
。

2
0
1
6
年
3
月
卒
「
新
規
学
卒

者
決
定
初
任
給
調
査
結
果
」

2
0
1
6
年
10
月
13
日

（
一
社
）日
本
経
済
団
体
連
合
会

（
一
社
）東
京
経
営
者
協
会

Ⅰ

調
査
の
基
本
事
項

調
査
目
的
�
新
規
学
卒
者
の
初
任
給
の
実

態
と
動
向
を
把
握
し
、
今
後
の
初
任
給

対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
に
1
9
5
2

年
よ
り
毎
年
実
施
（
東
京
経
営
者
協
会

と
の
共
同
調
査
）

調
査
対
象
�
経
団
連
企
業
会
員
お
よ
び
東

京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
1
�
9
1
8

社
調
査
時
期
�
2
0
1
6
年
6
月
7
日
〜
7

月
1
日

回
答
状
況
�
集
計
企
業
数
4
9
3
社
（
有

効
回
答
率
25
・
7
％
）

（
製
造
業
51
・
5
％
、
非

製
造
業
48
・
5
％
、
従
業

員
5
0
0
人
以
上
規
模

78
・
1
％
）

Ⅱ

調
査
結
果
の
概
要

1
�
初
任
給
決
定
に
あ
た

っ
て
最
も
考
慮
し
た
判

断
要
因
―
全
産
業
―

こ
の
項
目
の
調
査
を
開

始
し
た
2
0
0
7
年
以
降
、

「
世
間
相
場
」（
28
・
5

％
）
と
回
答
す
る
企
業
が

最
も
多
く
、「
在
籍
者
と

の
バ
ラ
ン
ス
や
新
卒
者
の

職
務
価
値
」（
20
・
3
％
）

が
2
番
目
に
多
い
傾
向
に
変
化
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、「
賃
金
交
渉
の
結
果
、
そ
の

配
分
で
決
め
た
」
企
業
（
12
・
9
％
）
が

前
年
と
比
べ
て
2
・
9
％
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
た
一
方
、「
人
材
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
決
め
た
」
企
業
（
16
・
1
％
）
が
1
・

8
％
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
3
番
目
の
判
断

要
因
と
な
っ
た
（
図
表
1
）。

人
手
不
足
な
ど
を
背
景
に
、
予
定
採
用

数
の
確
保
の
た
め
、
他
社
の
水
準
を
見
極

め
な
が
ら
初
任
給
額
を
決
定
す
る
企
業
が

年
々
増
え
て
き
て
い
る
。

2
�
初
任
給
の
決
定
状
況

―
全
産
業
―

「
前
年
の
初
任
給
か
ら
引
き
上
げ
た
」

企
業
（
51
・
1
％
）
は
昨
年
に
引
き
続
き

半
数
を
超
え
、
内
訳
と
し
て
は
、
春
季
労

使
交
渉
に
お
け
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
の
実

施
を
反
映
し
「
賃
金
改
定
後
引
き
上
げ

た
」
が
大
勢
を
占
め
た
。
こ
の
ほ
か
、
求

人
賃
金
と
し
て
前
年
の
初
任
給
よ
り
も
高

い
金
額
を
示
す
企
業
の
増
加
が
み
ら
れ
た

（
図
表
2
―
1
）。

な
お
、
初
任
給
を
引
き
上
げ
た
企
業
の

割
合
が
2
年
連
続
で
半
数
を
超
え
た
の
は
、

2
0
0
0
年
以
降
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ

る
（
図
表
2
―
2
）。

3
�
初
任
給
水
準
と
引
上
げ
率

―
全
産
業
―

学
歴
別
の
初
任
給
の
引
上
げ
額
は
、
8

2
0
円
〜
1
�
6
0
9
円
と
な
り
、
短
大

卒
（
技
術
系
）
と
高
校
卒
（
現
業
系
）
を

除
く
多
く
の
学
歴
で
1
�
0
0
0
円
を
超

え
る
引
上
げ
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
大

学
院
卒
（
技
術
系
）
の
初
任
給
額
が
、
本

調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
23
万
円
台
を
記

録
し
た
（
図
表
3
―
1
）。

対
前
年
引
上
げ
率
は
、
0
・
56
％
（
高

校
卒
現
業
系
）
〜
0
・
72
％
（
高
校
卒
事

務
系
）
と
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
等
に
よ
り
2
0
0
9
年
か
ら

0
・
1
％
前
後
の
低
い
引
上
げ
率
が
続
い

産
業
医
の
意
見
と
企
業
の

人
事
措
置弁

護
士

安
西

�

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

図表1 初任給決定にあたって最も考慮した判断要因―全産業―

図表2―1 初任給の決定状況 ―全産業―

図表2―2 初任給を引き上げた企業割合の推移
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成成立立

た
が
、
14
年
以
降
は
3
年
連
続
の
高
い
伸

び
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
3
―
2
）。

4
�
学
歴
・
規
模
別
の
初
任
給

大
学
院
（
修
士
）
卒
（
技
術
系
）
で
は

「
3
�
0
0
0
人
以
上
」
規
模
で
初
任
給

が
最
も
高
い
が
、そ
の
他
の
学
歴
で
は「
1

0
0
人
〜
2
9
9
人
」「
1
0
0
人
未
満
」

い
ず
れ
か
の
規
模
が
最
も
高
く
な
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
、
高
校
卒
（
現
業
系
）
は
、

「
1
�
0
0
0
〜
2
�
9
9
9
人
」
規
模

が
僅
か
に
「
3
�
0
0
0
人
以
上
」
規
模

を
下
回
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
規
模
が
小

さ
く
な
る
に
つ
れ
て
初
任
給
額
が
高
い
傾

向
が
み
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

一
〇
月
四
日
〜
一
一
月
二
九
日

◆
一
〇
・
四

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
六

社
長
塾
第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
一

第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
二

理
事
会
・
臨
時
総
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
一
七

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
九

社
長
塾
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
六

社
長
塾
第
六
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
九

第
六
回
科
学
の
甲
子
園
埼

玉
大
会（
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

◆
一
〇
・
三
一

第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
七

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
八

第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

（
県
立
久
喜
工
業
高
校
）

◆
一
一
・
九

第
三
回
産
業
教
育
委
員
会

（
県
立
大
宮
商
業
高
校
）

◆
一
一
・
一
〇

秋
季
西
部
地
区
協
議
会

（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
栃
木
工
場
）

◆
一
一
・
一
八

秋
季
南
部
地
区
協
議
会

（
東
日
本
旅
客
鉃
道
㈱
大
宮
総
合
車
両
セ

ン
タ
ー
）

◆
一
一
・
二
一

第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
二

年
末
調
整
・
給
与
計
算
実

務
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
四

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
五

第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
八

グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
「
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ー
ビ
ス
実
践
塾
in
埼
玉
」（
浦

和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
）

◆
一
一
・
二
九

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

事
業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

図表3―1 学歴別初任給水準 ―全産業―図表4 学歴・規模別初任給 ―全産業―

（参考）産業別の初任給
図表5 産業別初任給 ―大学卒事務系―

図表3―2 初任給の推移 ―全産業―

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
三
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会

日
時

一
二
月
二
日
㈮
九
時
二
四
分
ス
タ

ー
ト

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ

ー
ス

★
秋
季
北
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
六
日
㈫
一
四
時
〜
一
五
時

三
〇
分

会
場

㈱
シ
ェ
リ
エ
上
里
カ
ン
タ
ー
レ

内
容

南
イ
タ
リ
ア
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
イ
ー
ツ
専
門

大
型
施
設
を
見
学
す
る

★
第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
二
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

戦
略
を
主
体
的
に
実
行
で
き
る
組

織
を
つ
く
る
に
は
〜
『
七
つ
の
習

慣
』
と
『
実
行
の
四
つ
の
規
律
』

を
学
ぶ

講
師

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ヴ
ィ
ー
・
ジ

ャ
パ
ン
㈱
副
社
長
・
国
立
大
学
法

人
筑
波
大
学
客
員
教
授

竹
村
富

士
徳
氏

★
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
一
三
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
五
時
三
〇
分

会
場

東
京
駅
の
新
幹
線
ホ
ー
ム
等

内
容

㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
視
察
会
〜
従
業
員
の

意
欲
を
高
め
生
産
性
を
劇
的
に
改

善
さ
せ
た
『
七
分
間
の
奇
跡
』
に

学
ぶ
〜

★
労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
一
講

日
時

一
二
月
一
九
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容
�
問
題
社
員
�の
法
的
対
応
と
実
務

対
策

講
師

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
パ
ー
ト

ナ
ー
弁
護
士

安
藤
源
太
氏

★
第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
二
〇
日
㈫
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

最
高
の
準
備
が
最
高
の
成
果
を
呼

ぶ
〜
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
躍
進
の

要
因
を
語
る

講
師

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
ア
ナ
リ
ス
ト

中
島
正
太
氏

★
平
成
二
九
年
度
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

平
成
二
九
年
一
月
一
一
日
㈬
一
三

時
三
〇
分
〜
一
七
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

特
別
講
演
・
懇
親
会

講
師

神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

教
授

三
品
和
広
氏

★
第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
二
四
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容
『
リ
ー
ダ
ー
の
本
義
』〜
改
め
て
考

え
る
リ
ー
ダ
ー
の
本
来
あ
る
べ
き

姿

講
師

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

門
田

隆
将
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

青
木
精
機
工
業
㈱

代
表
取
締
役

青
木

良
輔

熊
谷
市
御
稜
威
ケ
原
字
遠
山
九
〇
七
―

四電
話
〇
四
八
―
五
三
三
―
一
二
七
一

（
資
）
六
千
一
百
五
十
万
円

（
従
）
六
名

自
動
車
部
品
製
造
業

㈱
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ

代
表
取
締
役

松
本

有
祐

上
尾
市
緑
丘
一
―
一
四
―
三
二

電
話
〇
四
八
―
八
七
一
―
五
〇
七
六

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
六
名

映
像
制
作

ジ
ュ
ネ
ス
ケ
ア
友
愛
㈱

代
表
取
締
役

佐
久
間

悦
代

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
―
二
五

一電
話
〇
四
八
―
六
五
八
―
七
三
八
三

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
五
名

介
護
事
業
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ス
テ
事

業
総
合
印
刷
紙
工
㈱

代
表
取
締
役
会
長

永
元

昭
広

川
口
市
赤
井
四
―
二
二
―
一
九

電
話
〇
四
八
―
二
八
四
―
九
五
〇
七

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
名

販
促
用
品
製
造
販
売

㈱
ト
ク
ホ
ウ

代
表
取
締
役

池
田

成
彬

川
口
市
江
戸
一
―
六
―
三
〇

電
話
〇
四
八
―
二
八
三
―
〇
三
一
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
八
五
名

プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造

㈱
ト
ッ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

髙
田

豊

草
加
市
稲
荷
一
―
五
―
二
三

電
話
〇
四
八
―
九
二
三
―
二
九
六
八

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
一
六
〇
名

フ
ィ
ル
ム
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製
造
販
売

㈱
豊
田
工
務
店

代
表
取
締
役
社
長

豊
田

高
行

越
谷
市
赤
山
町
一
―
一
五
〇

電
話
〇
四
八
―
九
六
四
―
一
六
一
一

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
一
五
名

建
設
業

㈱
ド
リ
マ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

松
本

英
司

川
口
市
中
青
木
五
―
九
―
一
三

電
話
〇
四
八
―
二
五
四
―
一
二
三
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
七
名

業
務
用
食
品
加
工
機
器
製
造
販
売
業

㈱
丸
山
自
動
車

代
表
取
締
役
会
長

丸
山

元

八
潮
市
大
字
二
―
四
一
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
九
九
―
三
三
三
〇

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
二
七
名

ト
ラ
ッ
ク
販
売
、車
検
整
備
、鈑
金
修
理

㈱
武
蔵
野
銀
行

東
部
地
区

常
務
取
締
役

白
井

利
幸

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇

―
八

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
一
一
一

（
資
）
四
百
五
十
七
億
円

（
従
）
二
二
九
七
名

金
融
業

ユ
ウ
キ
テ
ク
ノ
ス
㈱

代
表
取
締
役

竹
内

雅
人

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
一
―
二
九
―

三
五

電
話
〇
四
八
―
六
八
八
―
二
五
五
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

電
気
工
事
業

〈
代
表
者
変
更
〉

イ
ー
グ
ル
工
業
㈱

執
行
役
員
埼
玉
事
業
場
長

松
本

洋
志
（
旧

常
務
執
行
役
員
埼

玉
事
業
場
長

鶴
田

英
一
）

㈱
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

総
支
配
人

小
賀

与
敬
（
旧

繁
治

英
志
）

カ
ミ
ナ
ガ
販
売
㈱

代
表
取
締
役

嶋
藤

正
登
（
旧

藤
田

豊
平
）

東
京
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
工
業
㈱

代
表
取
締
役

野
村

俊
哉
（
旧

専
務
取
締
役

荒

木

龍
彦
）

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
埼
玉
総
支
社

埼
玉
総
支
社
長

大
石

祐
司
（
旧

熊
谷

努
）

三
国
水
材
㈱

代
表
取
締
役
社
長

三
富

俊
之
（
旧

三
富

タ
ミ
エ
）

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク
ギ
ア

代
表
取
締
役
社
長

遠
藤

四
男
夫
（
旧

野
口

美
昭
）

〈
社
名
変
更
〉

富
士
重
工
業
㈱

産
業
機
器
本
部

（
旧

富
士
重
工
業
㈱

産
業
機
器
カ

ン
パ
ニ
ー
）
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